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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年10月期第１四半期 3,890 44.1 397 104.0 357 106.8 242 108.8 242 108.8 238 104.7

2022年10月期第１四半期 2,700 3.3 194 △45.3 172 △47.1 116 △44.8 116 △44.8 116 △44.8

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2023年10月期第１四半期 16.17 16.03

2022年10月期第１四半期 7.88 7.71

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2023年10月期第１四半期 23,430 7,752 7,752 33.1

2022年10月期 23,053 7,910 7,910 34.3

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年10月期 － 0.00 － 28.07 28.07

2023年10月期 －

2023年10月期（予想） － － － －

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,762 33.1 1,703 24.7 1,579 22.9 1,020 22.9 1,020 22.9 67.90

１．2023年10月期第１四半期の連結業績（2022年11月１日～2023年１月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2023年10月期の配当につきましては、現時点で未定としております。配当予想額の開示が可能となった時点で速や
かに公表いたします。

３．2023年10月期の連結業績予想（2022年11月１日～2023年10月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年10月期１Ｑ 15,101,914株 2022年10月期 15,022,414株

②  期末自己株式数 2023年10月期１Ｑ －株 2022年10月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年10月期１Ｑ 15,023,218株 2022年10月期１Ｑ 14,776,537株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、当社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要

因により異なる可能性があります。

（決算補足説明資料の入手方法について）

決算補足説明資料はTDnetで同日開示しております。また、当社ウェブサイトにも掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、ウィズコ

ロナ時代への社会全体の適応が進み景気は緩やかに持ち直しております。

しかしながら、混迷が長期化するロシア・ウクライナ情勢に起因する原材料価格やエネルギーコストの高騰、急

激な円安の進行による消費者物価の上昇など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当第１四半期連結累計期間の経営成績の状況は以下のとおりであります。

（売上収益、売上原価、売上総利益）

売上収益は、前第１四半期連結累計期間比1,189百万円増加し、3,890百万円（前年同四半期比44.1％増）となり

ました。直営及びフランチャイズ店舗の積極的な新規出店、株式会社BELLTREE・株式会社KESHIKIの連結子会社化

に伴う直営店舗増加等が主因で、各セグメントにおける売上収益が増収となりました。前第１四半期連結累計期間

比で直営美容室運営事業が1,115百万円、フランチャイズ事業の売上収益が63百万円、インテリアデザイン事業が

109百万円、それぞれ増収となりました。

売上原価については、前第１四半期連結累計期間比で647百万円の増加となり、1,992百万円（同48.2％増）とな

りました。

この結果、売上総利益は前第１四半期連結累計期間比541百万円増加し、1,897百万円（同40.0％増）となりまし

た。

（販売費及び一般管理費、その他収益、その他費用、営業利益）

販売費及び一般管理費は、直営及びフランチャイズ店舗の積極的な新規出店に伴う固定費の増加や、事業拡大に

伴う人員の増加等により前第１四半期連結累計期間比で370百万円増加し、1,509百万円（同32.5％増）となりまし

た。

その他収益は、前第１四半期連結累計期間比で０百万円増加し、10百万円（同7.2％増）となりました。

その他費用は、前第１四半期連結累計期間比で30百万円減少し、２百万円（同92.2％減）となりました。減少要

因は主に減損損失や固定資産除却損の減少によるものです。

この結果、営業利益は前第１四半期連結累計期間比202百万円増加し、397百万円（同104.0％増）となりまし

た。

（金融収益、金融費用、税引前四半期利益）

金融収益は、為替差益の発生により０百万円（同99.3％減）となりました。

金融費用は、前第１四半期連結累計期間比で15百万円増加し、39百万円（同65.2％増）となりました。

この結果、税引前四半期利益は前第１四半期連結累計期間比184百万円増加し、357百万円（同106.8％増）とな

りました。

（法人所得税費用、四半期利益）

法人所得税費用は、前第１四半期連結累計期間比57百万円増加し、114百万円（同102.7％増）となりました。

四半期利益は、前第１四半期連結累計期間比126百万円増加し、この結果、四半期利益は242百万円（同108.8％

増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（直営美容室運営事業）

直営美容室運営事業につきましては、新規出店及び株式会社BELLTREE・株式会社KESHIKIの連結子会社化に伴う

直営店舗増加が主因で美容サービス収益が増加しました。この結果、売上収益は3,298百万円（同51.1％増）、外

部収益は3,298百万円（同51.1％増）、セグメント利益は70百万円（前第１四半期連結累計期間は△55百万円）と

なりました。
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（フランチャイズ事業）

フランチャイズ事業につきましては、フランチャイズ店舗の新規出店及び既存店の増収により、ロイヤリティー

収益が増加いたしました。なお、株式会社BELLTREE・株式会社KESHIKIの連結子会社化に伴いセグメント間収益が

増加し、外部収益は減少しております。この結果、売上収益は529百万円（同13.6％増）、外部収益は302百万円

（同0.1％減）、セグメント利益は218百万円（同35.1％増）となりました。

（インテリアデザイン事業）

インテリアデザイン事業につきましては、直営店舗及びフランチャイズ店舗の新規出店により、内装工事等の受

注が増加いたしました。この結果、売上収益は427百万円（同34.6％増）、外部収益は289百万円（同34.6％増）、

セグメント利益は25百万円（同148.7％増）となりました。

（2）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ309百万円増加し、3,488百万円となりました。これは主として、現金及び

現金同等物の増加315百万円、営業債権及びその他の債権の減少114百万円、株主優待実施に伴う棚卸資産の増加

108百万円等によるものであります。非流動資産は、前連結会計年度末に比べ67百万円増加し、19,941百万円とな

りました。これは主として、有形固定資産の増加15百万円、使用権資産の増加41百万円等によるものであります。

この結果、資産は、前連結会計年度末に比べ376百万円増加し、23,430百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ550百万円増加し、4,632百万円となりました。これは主として、借入金

（流動）の増加735百万円、納付等に伴う未払法人所得税等の減少164百万円等によるものであります。非流動負債

は、前連結会計年度末に比べ16百万円減少し、11,044百万円となりました。

この結果、負債は、前連結会計年度末に比べ534百万円増加し、15,677百万円となりました。

（資本）

資本は、前連結会計年度末に比べ157百万円減少し、7,752百万円となりました。これは主として、親会社の所有

者に帰属する四半期利益による利益剰余金の増加242百万円に対し、配当に伴う利益剰余金の減少421百万円の差額

による利益剰余金の減少178百万円によるものであります。

（3）キャッシュ・フローの概況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ315百万円増加し、2,256百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は555百万円（前年同期は275百万円の増加）となりました。これは主に増加要因と

して税引前四半期利益357百万円（前年同期比184百万円増加）、減価償却費及び償却費486百万円（前年同期比114

百万円の増加）、営業債権及びその他の債権の減少114百万円（前年同期比７百万円の減少）等に対し、棚卸資産

の増加108百万円（前年同期比95百万円の増加）、法人所得税の支払額267百万円（前年同期比99百万円の減少）等

の資金減少要因があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は166百万円（前年同期は122百万円の減少）となりました。これは主に有形固定資

産の取得による支出148百万円（前年同期比99百万円の増加）の資金減少要因があったことによるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により減少した資金は71百万円（前年同期は236百万円の減少）となりました。これは主に短期借入金

の純増額733百万円（前年同期は該当なし）に対し、長期借入金の返済による支出56百万円（前年同期比37百万円

の増加）、リース負債の返済による支出352百万円（前年同期比102百万円の増加）、配当金の支払額421百万円

（前年同期は該当なし）等の資金減少要因があったことによるものであります。
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（4）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年12月15日付で公表いたしました2023年10月期通期業績予想に変更はありません。2023年10月期においては

引き続き新型コロナウィルス感染症に伴う各種イベントの減少や在宅勤務の定着化の影響を少なからず受けながら

も、各セグメントの業績がいずれも堅調に推移すると見込んでおります。なお、本資料に記載されている業績の見

通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

- 4 -

株式会社AB&Company（9251）　2023年10月期 第１四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
（2022年10月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年１月31日）

資産

流動資産

現金及び現金同等物 1,941 2,256

営業債権及びその他の債権 757 642

棚卸資産 71 180

その他の流動資産 408 409

流動資産合計 3,179 3,488

非流動資産

有形固定資産 1,388 1,404

使用権資産 4,609 4,650

のれん 8,502 8,502

無形資産 4,403 4,401

その他の金融資産 525 537

繰延税金資産 412 412

その他の非流動資産 32 32

非流動資産合計 19,874 19,941

資産合計 23,053 23,430

２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）要約四半期連結財政状態計算書

- 5 -

株式会社AB&Company（9251）　2023年10月期 第１四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
（2022年10月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2023年１月31日）

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 941 900

契約負債 31 63

借入金 1,029 1,765

リース負債 1,341 1,360

未払法人所得税等 285 121

その他の流動負債 453 421

流動負債合計 4,082 4,632

非流動負債

借入金 5,780 5,725

リース負債 3,204 3,231

引当金 727 739

繰延税金負債 1,348 1,348

その他の非流動負債 0 0

非流動負債合計 11,061 11,044

負債合計 15,143 15,677

資本

資本金 169 183

資本剰余金 4,977 4,991

利益剰余金 2,754 2,576

その他の資本の構成要素 7 2

親会社の所有者に帰属する持分合計 7,910 7,752

資本合計 7,910 7,752

負債及び資本合計 23,053 23,430
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2021年11月１日

至　2022年１月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日

至　2023年１月31日）

売上収益 2,700 3,890

売上原価 △1,344 △1,992

売上総利益 1,356 1,897

販売費及び一般管理費 △1,138 △1,509

その他収益 9 10

その他費用 △32 △2

営業利益 194 397

金融収益 1 0

金融費用 △24 △39

持分法による投資利益又は損失（△） 1 －

税引前四半期利益 172 357

法人所得税費用 △56 △114

四半期利益 116 242

四半期利益の帰属

親会社の所有者 116 242

四半期利益 116 242

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 7.88 16.17

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 7.71 16.03

（2）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（要約四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2021年11月１日

至　2022年１月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日

至　2023年１月31日）

四半期利益 116 242

その他の包括利益

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 △0 △4

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対す

る持分
0 －

純損益に振り替えられる可能性のある項目合計 △0 △4

税引後その他の包括利益 △0 △4

四半期包括利益 116 238

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 116 238

四半期包括利益 116 238

（要約四半期連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金

その他の

資本の

構成要素

親会社の

所有者に

帰属する

持分合計

資本合計

2021年11月１日時点の残高 90 4,924 1,924 1 6,940 6,940

四半期利益 － － 116 － 116 116

その他の包括利益 － － － △0 △0 △0

四半期包括利益合計 － － 116 △0 116 116

新株の発行 34 8 － － 43 43

新株予約権の行使 － － － － － －

剰余金の配当 － － － － － －

所有者との取引額合計 34 8 － － 43 43

2022年１月31日時点の残高 124 4,933 2,040 1 7,100 7,100

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金

その他の

資本の

構成要素

親会社の

所有者に

帰属する

持分合計

資本合計

2022年11月１日時点の残高 169 4,977 2,754 7 7,910 7,910

四半期利益 － － 242 － 242 242

その他の包括利益 － － － △4 △4 △4

四半期包括利益合計 － － 242 △4 238 238

新株の発行 － － － － － －

新株予約権の行使 13 13 － △0 26 26

剰余金の配当 － － △421 － △421 △421

所有者との取引額合計 13 13 △421 △0 △395 △395

2023年１月31日時点の残高 183 4,991 2,576 2 7,752 7,752

（3）要約四半期連結持分変動計算書

- 9 -

株式会社AB&Company（9251）　2023年10月期 第１四半期決算短信



（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2021年11月１日

至　2022年１月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年11月１日

至　2023年１月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 172 357

減価償却費及び償却費 371 486

減損損失 7 －

持分法による投資損益（△は益） △1 －

金融収益及び金融費用 23 39

固定資産除売却損益（△は益） 12 △0

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加） 122 114

棚卸資産の増減額（△は増加） △12 △108

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少） △13 △18

契約負債の増減額（△は減少） 22 32

その他 △41 △56

小計 663 847

利息の受取額 － 0

利息の支払額 △20 △25

法人所得税の支払額又は還付額（△は支払） △366 △267

営業活動によるキャッシュ・フロー 275 555

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △48 △148

有形固定資産の売却による収入 － 0

無形資産の取得による支出 △37 －

差入保証金の差入による支出 △33 △16

差入保証金の回収による収入 0 1

その他 △3 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △122 △166

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 733

長期借入金の返済による支出 △18 △56

リース負債の返済による支出 △250 △352

配当金の支払額 － △421

株式の発行による収入 32 26

財務活動によるキャッシュ・フロー △236 △71

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △83 315

現金及び現金同等物の期首残高 1,394 1,941

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,311 2,256

（4）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（5）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

要約四半期

連結財務諸

表計上額
直営美容室

運営事業

フランチャ

イズ

事業

インテリア

デザイン

事業

計

売上収益

外部収益 2,182 302 215 2,700 － 2,700 － 2,700

セグメント間収益 － 163 102 266 196 462 △462 －

計 2,182 466 317 2,966 196 3,162 △462 2,700

セグメント利益又は

損失（△）
△55 161 10 116 87 204 △9 194

（単位：百万円）

報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

要約四半期

連結財務諸

表計上額
直営美容室

運営事業

フランチャ

イズ

事業

インテリア

デザイン

事業

計

売上収益

外部収益 3,298 302 289 3,890 － 3,890 － 3,890

セグメント間収益 － 227 137 365 205 571 △571 －

計 3,298 529 427 4,255 205 4,461 △571 3,890

セグメント利益又は

損失（△）
70 218 25 314 96 410 △13 397

（セグメント情報）

(1）報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営者

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは持株会社体制をとっており、当社は持株会社としてグループ経営戦略の策定及びグループ会社の経

営指導等を行い、各子会社において事業活動を展開しております。当社グループは、事業の種類別に「直営美容室運

営事業」、「フランチャイズ事業」及び「インテリアデザイン事業」の３つを報告セグメントとしております。

直営美容室運営事業は、当社グループにおける直営店舗の運営による美容サービスの提供を行っております。

フランチャイズ事業は、当社グループのフランチャイズ加盟法人に対して、経営指導、店舗運営ノウハウ及び教育

研修の提供、プライベートブランド商品の販売、材料仕入、広告代理業務、採用、経理や管理業務の代行等を行って

おります。

インテリアデザイン事業は、美容室等の内装デザインや施工業者のアレンジ等のサービス提供を行っております。

(2）報告セグメントに関する情報

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。なお、セグメント間の売上収益は、市場実勢価格に

基づいております。

前第１四半期連結累計期間（自　2021年11月１日　至　2022年１月31日）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、本社管理事業等を含んで

おります。

２．調整額は、主にセグメント間取引消去であります。

当第１四半期連結累計期間（自　2022年11月１日　至　2023年１月31日）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、本社管理事業等を含んで

おります。

２．調整額は、主にセグメント間取引消去であります。
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前第１四半期連結累計期間

（自　2021年11月１日

　　至　2022年１月31日）

当第１四半期連結累計期間

（自　2022年11月１日

　　至　2023年１月31日）

親会社の所有者に帰属する四半期利益（百万

円）
116 242

期中平均普通株式数（株） 14,776,537 15,023,218

基本的１株当たり四半期利益（円） 7.88 16.17

前第１四半期連結累計期間

（自　2021年11月１日

　　至　2022年１月31日）

当第１四半期連結累計期間

（自　2022年11月１日

　　至　2023年１月31日）

基本的１株当たり四半期利益の計算に使用する

四半期利益（百万円）
116 242

期中平均普通株式数（株） 14,776,537 15,023,218

希薄化効果のある普通株式数

ストック・オプションによる増加（株） 326,625 137,387

希薄化後の期中平均普通株式数（株） 15,103,162 15,160,605

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 7.71 16.03

（１株当たり情報）

（第１四半期連結累計期間）

(1）基本的１株当たり四半期利益の算定上の基礎

(2）希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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